
＜議案等の審議結果一覧＞

議　案
第 1号 承認

専決処分の承認を求めることについて（山武市税条例等の一部を改正する条例の制
定について）
地方税法等の一部を改正する法律が平成31年３月29日に公布されたことに伴い、
関係条例を専決処分したため、議会の承認を求めるもの

○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 2号 可決

令和元年度山武市一般会計補正予算（第１号）
既定の歳入歳出予算額に、9,574万円を追加し、歳入歳出予算総額を230億5,574
万円にするもの

○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 3号 同意

山武市監査委員の選任につき同意を求めることについて
監査委員を新たに選任することにつき、議会の同意を求めるもの
宍倉　弘康  氏　（木原）

○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 4号 可決

山武市長等の給料の特例に関する条例の制定について
職員の公務員としての信頼を失墜する行為について、市長、副市長としての管理、
監督上の責任をとるため、給料の減額を行うもの

○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○＝賛成、×＝反対　   ※大川義男（議長）、宍倉弘康（当事者）（議案第３号）は採決に加わりません。

　令和元年第１回臨時会が、５月17日に開か
れました。
　市長から議案４件の提出があり、それぞれ原
案のとおり承認・同意・可決されました。
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臨時会の様子（5月17日）
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